














































































































































































































































































































































































































































教 育 厚 生 産 業 交 通
生 活 の 民 主 化 　
科 学 心 の 啓 培 　
信 仰 の 生 活 　 　
公 衆 道 徳 の 昂 揚
生 活 の 電 化 　 　
生 活 の 機 械 化 　
生 活 の 協 同 化 　

























































































































　100号（1953 . 11 . 11）の寄稿文「本紙百号に
寄せて」は「自由な報知機関として民主的であ
り………我地方人の知る権利を満足させてい
































いします」（358号、1961 . 2 . 21）と投稿が届い
表１　新聞の名称・発行期間・編集責任者
新 聞 名 発　行　期　間　（号） 編 集 責 任 者
米 川 新 聞 1951.  1. 15（  1）～1956. 10. 21（204） 沼倉たまき
日 高 新 聞 1956. 11.  1（205）～1957.  4. 21（222） 205～221号　沼倉たまき
222号　 　　亀掛川貢一
北 星 新 報 1957.  5.  1（223）～1958.  3. 21（255） 亀掛川貢一










米川新聞（１～204号） 204 　  5（23）
日高新聞　  18 　  2（24）
北星新報　  33  0
米川新聞（256～500号） 245 　 37（25）












































































　　◦８号 （1951 . 3 . 25）「カトリック聖人後
藤寿庵の墓発見さる」

















◦181号（1956 . 3 . 1）「米川聖マリア保育
園　４月から開園」（35）
◦208号（1956 . 12 . 1）「小林司教欧米視察
帰朝報告大講演会」（36）
◦241号（1957 . 11 . 1）「カナダ・レミュ大
司教の贈物　米川聖堂落成」














◦347号（1960 . 11 . 1）「浅沼事件について
　平田浩神父」（38）
◦351号（1960 . 12 . 11）「女性の力　島村
泰三神父」（39）



























































（1961 . 3 . 11）に、「すがすがしく迎えた旧正
月元旦、口をすすぎ身を清めたお父さん、うや












































































































































































































































号、1954 . 5 . 1）。村民からは村長リコールの村
民大会開催への動きが活発になり（1954 . 5 . 14
発行の号外）、５月17日に村長は辞職に至った

































































































































































































































































































































































 0～ 9  3,200（22.3） 21.1
10～19  2,972（20.7） 21.6
20～29  1,802（12.6） 16.2
30～39  1,983（13.8） 15.0
40～49  1,499（10.5） 10.0
50～59  1,249（ 8.7）  7.9
60～69  979（ 6.8）  5.0
70～79  533（ 3.7）  2.5




















































































































（７）赤 尾 智 宏「戦 後 日 本 の 社 会 教 育 と キ リ ス ト
教　　宮 城 県 登 米 市 カ ト リ ッ ク 米 川 教 会 を 事 例
に　　」、同論文が未公開のため、引用は日本民俗学
会談話会第856回の2010年度民俗学関係修士論文発表
会での論文要旨による。
（８）沼倉研史氏提供の「嘉永元年有美堂書籍目録・
江戸期蘭方医学の軌跡」（2017年４月２日洋学史研究
会での発表資料）を参照。
（９）京城青葉会『青葉』第10号記念特別号、1993年
４月25日、26頁
（10）拙稿「占領期における婦人教育政策の地域的展
開　　宮城県地域婦人団体の形成過程を事例に　　」
（『歴史』第98輯、2002年）、拙稿「占領期における「婦
人」教育政策の地域的展開　　岩手県の地域婦人団
体を事例に　　」（『地方史研究』309号、第54巻第３
号、2004年６月）、拙稿「占領期における婦人教育政
策の地域的展開　　山形県婦人連盟存続の要因　　」
（『文化』第68巻第１・２号、2004年）
（11）高田満帆は1914年（大正３）に京城で生まれ、
1937年（昭和12）東京女子高等師範学校を卒業し、
釜山や京城の高等女学校で教職に就いた。戦後は
宮城県の公立高校で家庭科教員として勤務した。
2011年（平成23）死去。沼倉研史氏提供資料「偲ぶ
草　沼倉満帆（旧姓高田）の生涯」（2011年）を参照。
（12）宮城県・みやぎの女性史研究会編著『みやぎの
女性史』河北新報社、1999年、407頁
（13）金子幸子・黒田弘子・菅野則子・義江明子編　
『日本女性史大辞典』吉川弘文館、2008年、721頁
（14）沼倉たまきの生涯については、沼倉研史氏提供
資料「故モニカ　沼倉たまき　偲び草」（1990年）を
参照した。
（15）同６頁
（16）米川村文化協会『山』第２号、1946年12月30日、
12頁
（17）1985年（昭和60）に日展会員に承認される。（『沼
倉正見小品集』1997年、50頁）
（18）前掲（14）８～９頁
（19）1984年12月16日付朝日新聞宮城版「宮城風土記
189　隠れキリシタンの里⑧」
（20）宮城県町村議会議長会『村の政治をよくするた
めに婦人議員はかく考える』1955年11月、59頁
（21）前掲（19）
（22）米川新聞70号（1953. 1. 1）
（23）米川新聞の未確認号数は５部（27、57、142、
184、201号）
（24）日高新聞の未確認号数は２部（213、215号）
（25）米川新聞の未確認号数は37部（273、280、299、
300、338、400、405、407、413、420、433 ～ 436、
440、444、446、447、450、454 ～ 456、458、463、
486、489～500号）
（26）古文書の発見は米川新聞61号（1952. 10. 1）によ
ると、1952年９月とある。この古文書は米川新聞75
号、76号では「老聞並伝説記」と表記されている。
2018年８月、東和町郷土史研究会顧問佐藤直喜氏に
確認したところ、この古文書は所在不明とのこと。
（27）沼倉良之『洞窟が待っていた仙北隠れキリシタ
ン物語』宝文堂、1991年、85～87頁
（28）同90～100頁
（29）前掲（６）３頁
（30）前掲（５）45頁、ただし米川新聞159号（1955. 7. 
11）では７月10日の受洗者は184人で、その中で大人
が38人、大多数が小中学生であった、と記している。
（31）前掲（６）11頁
（32）前掲（６）10頁、「集団洗礼」以後も信者数は増え、
1980年８月15日発行の『身も魂も　米川カトリック
教会創立25周年記念誌』「米川（大籠）教会洗礼名簿」
には540人の記名がある。大籠教会は米川教会の巡回
教会のため同一名簿になっている。
（33）前掲（５）45～46頁
（34）前掲（６）43頁
（35）米川聖マリア愛児園として開園し、仙台善き牧
者修道女会が経営した。
（36）小林司教はカナダへ行き、各地で講演活動を行い、
東北文化研究所紀要　第50号　2018年12月 43
沼倉たまきの生涯と業績　　「米川新聞」（1951～1965）からみえる戦後東北の農村社会　　
米川に教会を建てるための寄付を集めた。
（37）ロザリオ会は毎週水曜日に信者宅で聖歌を歌い、
神父の話を聞く会である。
（38）「浅沼事件」とは1960年10月12日に東京都千代田
区にある日比谷公会堂で演説中の浅沼稲次郎日本社
会党書記長が右翼の青年に刺殺された事件。平田浩
神父は1958年（昭和33）６月米川カトリック教会助
任司祭に就任。
（39）島村泰三神父は1958年（昭和33）６月米川カトリッ
ク教会四代主任司祭に就任。
（40）ベルギー人村首ステファノ神父は1962年（昭和
37）４月米川カトリック教会五代主任司祭に就任。
（41）前掲（19）
（42）「家内安全」ではなく「国家安全」とある。
（43）1961年に流行した歌謡曲「有難や節」の一節。
（44）『東和町史』1987年、472頁。『東和町史』では大
篭と表記されているが、『藤沢町史本編　中』（1984年）
では大籠と表記されている。本稿では大籠と表記する。
（45）１われわれの世論を生かせ２郷土百年の大計を
あやまるな３共有財産の適正保全を期せ４公共施設
の拡充を。
（46）岩手県藤沢町は2011年（平成23）に一関市に編
入された。
（47）前掲（３）521頁参照。
（48）前掲（３）508～512頁参照。
（49）前掲（３）521頁参照。
（50）前掲（13）99頁参照。
（51）米川中学校記念碑建立実行委員会『米川中学校
記念碑建立記念誌　青春の碑』1984年、３頁
（52）『仙台市史　現代Ⅰ』2011年、156頁
（53）宮城県登米郡迫町
（54）米川新聞437号（1964. 6. 11）
付記
　本稿執筆に際し、沼倉研史様、畠山益子様か
ら貴重な資料の御提供と御教示をいただきまし
た。記して御礼申し上げます。
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